








































 今回のシンポジウムのポスター に書かれたキャッチコピー である「寛
容は不寛容と闘って勝てるのか」は、そのような矛盾を表現したもので
す。 
 はたして私たちは、そのような問題提起に対して、どのように考え、
何をできるのでしょうか。それを考えるのが、今回のシンポジウムの大
きな目的の一つです。 
